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ロ不在証明⑧津高禾ロー＜絵十詩＞

視界ゼロ無数のミジン子が浮遊する班点空間ガスは創生紀以後の見えない深度に裸女を埋める
母系家族の女たちは’慣れた手つきで今日をロ甫乳した－ここはどこ黒色夫人に白色夫人に黄色夫
人が眺める雨期地帯乾期地帯で培養基づくりの名手だった鳴く声の痕跡はとりとめのない時間
の中で直滑降するアンデスの氷河陥没しない都市蒸発しない獣道が交叉して貼りつく距離だ
ったニューヨークの喧嘩も東京の狼雑もパリの老成も巨大な樹脂化エの貝殻化石の耳－あなた
が好き－あなたは嫌いまたしてもＨ凡に唇をおしつける私語は宛名人転居先不明で転送された
不在証明飢餓夫人飽食夫人が同居して痩せ地の街区は水没に耐えて身粧いする。
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Ｉ
鈴
江
苑
生

国浅

夕
日
の
影
を
つ
く
っ
て
い
た
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
が
ピ
リ
ッ
と

揺
れ
る
。
弦
の
響
き
だ
け
が
、
旋
律
が
、
音
色
が
彼
女
を
物
語
る

鈴
江
苑
生
。
六
才
の
時
か
ら
バ
イ
オ
リ
ン
を
友
と
し
、
辻
吉
之

助
氏
に
師
事
。
徳
島
で
生
ま
れ
て
、
京
都
、
御
影
、
芦
屋
と
住
み

移
る
．
後
、
辻
久
子
門
下
に
入
る
。

中
学
一
年
の
時
、
朝
日
推
薦
新
人
演
奏
会
で
デ
ビ
ュ
ー
。
昭
和

三
十
一
一
年
に
は
、
梅
田
コ
マ
で
三
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
に
参
加
。
今

秋
十
月
九
日
の
三
回
目
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
目
指
し
て
猛
練
習
。

ｌ
演
奏
家
で
は
オ
イ
ス
ト
ラ
ッ
フ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
。
バ
ッ
ハ
は
難

し
い
で
す
ネ
。
内
面
的
な
奥
の
深
さ
が
あ
り
ま
す
。
二
十
五
才
。

来
年
六
月
、
パ
リ
の
ロ
ン
テ
ィ
ボ
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
る
予
定
。

〈
写
真
左
・
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
ソ
ナ
タ
の
練
習
。
写
真
下
・
芦
屋
川
に
て
〉

『~司
神

〈
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
〉

｜
弓
子

讃

カ
メ
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・
奈
良
勝
彦
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ﾛ ﾏ ﾝの秋に優雅なﾀ ｻ ｷ ﾊ ﾟ ｰ ﾙ 田山奇貢珠
本社・神戸市葺合区旗塚通６－９
三宮店。神戸新聞会館秀品店内
パールフアーム神戸・神戸市灘区六甲台町２４
銀座店・東京都中央区銀座西６－５
パールファーム．溜池電停前( ショールーム）
ヒルトン店・東京ヒルトンホテル内
オーダー店．ホテル・ニューオータニ内
札幌店・札幌パークホテル内

…の翼珠: 紬鳥居盤懸③
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蒋
一
弓
子
年
牛
尾
治
朗
二
舟
需
…
…
…
…
ｕ

謡
iｉ

錆

梨
明
に
生
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
．
こ
れ
が
日
本
青
年
会
議

所
の
進
む
道
で
あ
る
。
ｌ
と
牛
尾
治
朗
氏
は
熱
を
こ
め
て
語
る
。

牛
尾
治
朗
氏
。
神
戸
三
中
か
ら
三
高
、
東
大
法
学
部
と
歩
む
が

思
想
的
に
は
神
戸
っ
子
で
す
ョ
、
と
は
神
戸
っ
子
の
意
気
軒
昂
。

一
九
六
九
年
度
、
日
本
青
年
会
議
所
会
頭
に
内
定
．
十
月
四
日

札
幌
で
の
臨
時
．
総
会
で
認
承
さ
れ
る
。
ウ
シ
オ
電
機
取
締
役
社
長

日
本
電
球
工
業
会
常
任
理
事
の
重
職
に
あ
っ
て
、
経
営
者
の
社
会

的
責
任
を
痛
感
。
明
日
の
日
本
の
た
め
に
、
今
日
の
我
々
を
犠
牲

に
す
べ
き
で
す
、
と
語
る
牛
尾
氏
は
、
神
戸
の
街
の
都
会
精
神
を

身
に
つ
け
た
青
年
紳
士
。
神
戸
の
風
土
で
育
っ
た
人
間
が
、
現
在

の
日
本
の
風
土
に
必
要
な
の
だ
。
三
十
七
才
。
東
京
在
住
。

〈
写
真
左
・
ウ
シ
オ
エ
業
に
て
写
真
下
・
市
役
所
を
背
に
し
て
〉

4燃1息
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胤
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〈
一
九
六
九
年
度
日
本
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年
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議
所
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頭
〉
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メ
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・
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三宮から車で3分。エキゾチックな北野町の白い館beau t y s a I o n 2 Z‘窪qkir q
はあなたのヘヤーモードをシャープなカツ｜、とエレガントな仕上げて噸創ります。
三宮店のb e a u t y s a l o n 〃ジ杉O k i r q は手軽に素早い仕上げ。ともにご利用下さい
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ブルーあきら

いろりや

中山手カソリック教会

市電加納町３
市電中山手｜
市電中山手３
生田神社

国鉄三の宮
高速三の宮

センター街

国際会館
三宮本通
ローズあきら
花時計
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篭
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旬

き

神
戸
は
盛
装
を
続
け
て
い
る

八
月
八
日
。
皇
太
子
ご
夫
妻
は

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に

泊
ら
れ
る
。
神
戸
の
街
は
、
十

年
ぶ
り
の
ご
視
察
を
暖
か
く
歓

迎
し
て
い
る
。
高
△
倉
山
の
工
事

は
、
躍
進
す
る
神
戸
を
印
象
づ
，

け
た
。
六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
の
座
談
会
〃
伸
び
ゆ
く
若

人
の
つ
ど
い
〃
に
ご
出
席
。
県

下
青
少
年
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
八

人
と
ご
歓
談
。
中
央
体
育
館
で

は
、
二
百
十
組
の
親
子
体
操
の

中
に
入
り
、
可
愛
い
い
坊
や
に

話
し
か
け
ら
れ
た
り
、
な
ご
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
さ
れ
た
．

神
戸
の
街
の
盛
装
は
、
両
殿

下
を
お
迎
え
す
る
神
戸
っ
子
の

心
意
気
で
あ
る
。

、
舗
切

,ｆ

写
真
上
・
高
倉
山
の
土
砂
取
り
現
場
を
視
察
さ
れ

凹旦

引

ｊ〆’

①

深斤

一
や
か
な
風
景

鱗蝿
写
真
右
・
中
央
体
育
館
で
の
な
『

写
真
左
・
六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
の
つ
ど
い

る
ご
夫
妻
。動
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表
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小
磯
良
平
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①
８
口
ｑ
○
○
ぐ
関
／
津
高
和
一

３
神
戸
っ
子
》
ｇ
／
撮
影
ｌ
奈
良
勝
彦

①
鈴
江
苑
生
。
②
牛
尾
治
朗

７
コ
ゥ
ペ
・
ス
ナ
ッ
プ
／
皇
太
子
ご
夫
妻
の
神
戸
で
の
ひ
と
と
き

９
あ
る
集
い
／
神
戸
く
ら
ぶ
ぼ
ん
ぴ
え

皿
わ
た
し
の
意
見
／
北
島
三
郎

巧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
た
つ
む
り
夫
婦
漫
遊
記
②
中
西
勝
・
咲
子

型
随
想
／
元
町
に
想
う
．
竹
馬
準
之
助

配
随
想
／
マ
ン
ジ
ャ
ー
レ
・
石
阪
春
生

顕
れ
ん
さ
い
随
想
・
”
Ｏ
ｏ
嵐
眉
○
富
時
閏
ぐ

旗
の
街
・
十
河
巌

”
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
諸
岡
博
熊

釦
神
戸
の
ア
ー
パ
ン
デ
ザ
イ
ン
／
水
谷
願
介
十

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
／
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

記
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

弱
連
載
マ
ン
ガ
／
傘
④
岡
田
淳

妬
ｇ
ｚ
同
旨
シ
⑳
／
淀
川
長
治

詔
神
戸
遊
戯
誌
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
／
青
木
重
雄

“
マ
ダ
ム
・
ド
・
コ
ウ
・
へ
⑨
丸
本
明
子
さ
ん
／
竹
田
洋
太
郎

坐
あ
る
集
い
・
そ
の
足
あ
と
／
神
戸
く
ら
ぶ
ぼ
ん
ぴ
え

錨
座
談
会
／
神
戸
っ
子
に
親
し
ま
れ
る
メ
ト
ロ
と
う
べ
に
／

宮
崎
辰
雄
・
土
井
芳
子
・
菊
水
啓
輔
他

“
神
戸
の
集
い
か
ら

即
動
物
園
飼
育
日
記
⑳
／
亀
井
一
成

弘
百
店
会
だ
よ
り

妬
特
集
Ｉ
現
代
の
文
化
を
に
な
う
神
戸
っ
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
（
写
真
集
）

冠
胡
暁
子
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

池
特
集
選
考
座
談
会
ｌ
現
代
の
文
化
を
に
な
う
神
戸
っ
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

卯
リ
ラ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑩
神
戸
気
障
羅
男
独
演
会
・
向
井
修
二

妬
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
花
時
計

皿
連
載
物
語
第
十
三
回
・
非
悪
童
物
語
／
足
立
巻
一

ｍ
連
載
小
説
／
兵
庫
の
女
八
一
一
一
十
二
回
Ｖ
武
田
繁
太
郎

鵡
弔
○
閃
弓
闇
○
○
侭
／
福
富
芳
美

１”
こ
う
べ
ろ
ま
ん
⑩
／
文
・
陳
舜
臣
／
カ
メ
ラ
・
緒
方
し
げ
を

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
／
奈
良
勝
彦

レ
イ
ア
ウ
ト
・
カ
ッ
ト
／
港
野
千
穂

心
加
月
号
目
次
編

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帳
で
す
。
あ
な
た
の
く
ら
し
に

楽
し
い
夢
を
お
く
る
。
神
戸
を
訪
れ
る
人
々
に
は
や
さ
し
い
道
し
る

べ
、
こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帳
で
す
。
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確
認
鶴
離

営業時間午前ＩＤ時～９時・味ののれん街サロンタウンは
午後 ' ０時まで（第＝水曜日定休日）数
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さんちか賞品券( 1 0 万円）
さんちかウイスキーボトルまたは
シガレットケース
ミュージックパレードご招待

●Ｃ賞記念たばこ
●Ｄ賞ミニチュアカレンダー
( 2 0 0 円お買上げごとに補助券進呈
2 , 0 0 0 円でＩ回抽せんが楽しめます）

ロ
治
山
〔
ｕ

ｕ
ｈ
Ｕ

口
﹇
ｕ

紐

ｳソ
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さんちかタ

ビ

●特賞
●Ａ賞く商品券＞、 ' ハ員

開店３周年言己念ｂＢ賞
☆開店３周年記念行事
■スターサイン会
■写真撮影コンクール
■パレード（ミス･ コウベ･ 花のプリンセス･ ワンワン）
■乗用車があたるさんちかクイズ
（兵庫トヨタ提供－白いクラウン）

開店３周年記念御礼特選ご奉仕１０月１日～７日
各店よりぬき商品を格安にご奉仕させていただきます
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ｆＬ』

ｌ
県
下
で
初
組
織
さ
れ
、
十
月
か
ら
上
演
さ
れ
る
兵
庫
県
劇
団

協
議
会
第
一
回
の
合
同
公
演
に
つ
い
て
い
か
が
で
す
か
？

今
ま
で
に
昭
和
三
十
年
「
ツ
ー
ロ
ン
港
」
三
十
五
年
「
検
察

官
」
の
二
回
合
同
公
演
を
や
り
、
い
ず
れ
も
私
が
演
出
し
ま
し

た
。
東
京
、
大
阪
の
合
同
公
演
は
専
門
演
劇
人
で
上
演
さ
れ
て
い

る
の
で
、
レ
ベ
ル
も
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
し
、
統
一
も
と
れ
て
い
ま

す
が
、
神
戸
の
場
合
、
ア
マ
・
プ
ロ
の
混
成
で
あ
り
、
か
な
り
広

域
の
劇
団
が
あ
つ
ま
っ
た
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
劇
団
に
よ
っ
て

条
件
が
違
っ
て
い
ま
す
し
、
個
々
人
の
演
技
力
に
も
差
が
あ
り
ま

す
の
で
、
舞
台
の
成
果
と
し
て
も
一
つ
の
劇
団
の
単
独
公
演
の
よ

う
な
ま
と
ま
り
に
欠
け
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
も
考
慮
し
ま
し
て
、
今
年
は
小
田
和
生
さ
ん
作
の
「
大

正
七
年
の
長
い
夏
」
を
私
の
演
出
で
上
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
せ
り
ふ
が
神
戸
弁
で
日
常
生
活
か
ら
芝
居
に
入
っ
て

い
け
ま
す
の
で
、
今
ま
で
の
欠
点
を
い
く
ら
か
で
も
カ
バ
ー
で
き

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
、
地
元
の
歴
史
を
自
分
達
で
や
る
の
だ
と

い
う
気
構
え
も
で
き
ま
す
し
、
観
客
の
皆
さ
ん
に
も
大
き
な
関
心

を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ｌ
神
戸
の
演
劇
に
対
す
る
ご
希
望
、
ご
意
見
を
…
…

神
戸
の
演
劇
活
動
に
は
強
い
伝
統
が
な
く
、
そ
れ
が
大
き
な
弱

点
で
す
。
少
数
の
も
の
が
辛
う
じ
て
伝
統
を
つ
な
ぎ
、
そ
の
人
達

が
中
心
に
な
っ
て
伝
統
に
根
を
は
る
べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
兵
庫
県
演
劇
界
が
気
勢
を
あ
げ
る
合
同
公
演
も
各
劇

団
、
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
ま
す
。
つ
ぎ
に
確
固
た
る
演
劇
人

観
客
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
演
劇
を
志
す
も
の
の
交
代

が
著
し
く
、
平
均
年
令
も
あ
が
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
観
客
に
も
い

え
る
こ
と
で
、
た
と
え
ば
、
女
性
フ
ァ
ン
は
、
結
婚
す
れ
ば
演
劇

の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
人
も
多
い
で
す
し
、
テ
レ
ビ
、
映
画
の

俳
優
が
出
演
す
る
時
し
か
観
な
い
人
も
い
る
位
で
す
。
し
か
し
、

結
局
は
我
々
自
身
が
し
っ
か
り
し
た
養
成
所
を
も
ち
、
立
派
な
演

劇
人
を
生
み
だ
し
て
、
魅
力
あ
る
芝
居
を
上
演
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
な
け
れ
ば
観
客
動
員
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ

か
ら
、
今
度
の
第
一
回
公
演
は
地
方
演
劇
の
試
金
石
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
●
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の意見

神戸の歴史を上演し
地元演劇人の成長を

北島三郎
< 演出家＞
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中
西
勝
ｐ
咲
子

か
》
た
つ
む
り

夫
婦
漫
遊
記

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
国
立
美
術
館
に
入
れ
て
貰
え
な
か
っ
た
勝

さ
ん
と
お
咲
さ
ん
、
今
度
は
旧
宮
殿
内
の
図
書
館
で
何
や
ら
人
気

を
集
め
て
い
る
の
で
入
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
若
い
人
達
の
新
聞
や

詩
集
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
臭
い
が
懐
し
い
よ
う
な
、

メ
フ
ィ
ス
ト
の
鬼
火
の
チ
ラ
チ
ラ
が
目
に
浮
ん
で
イ
ヤ
ら
し
い
よ

う
な
。
雨
は
降
る
し
、
ク
ソ
面
白
く
な
い
。
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

ギ
ザ
ギ
ザ
、
サ
ョ
ナ
ラ
」
「
大
都
会
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
ド
イ
ツ

で
も
猛
り
狂
っ
て
る
み
た
い
だ
な
」
「
今
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
時
代

で
す
ね
」
「
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
名
は
歴

史
上
確
実
だ
な
」
「
物
質
文
明
、
機
械
文
明
の
恩
恵
が
背
景
に
あ

る
し
、
強
い
わ
ね
」
ｌ
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
。
本
流
と
し
て
は
大

ぜ
い
の
人
々
の
生
活
が
暮
し
よ
く
な
る
た
め
に
日
進
月
歩
し
て
る

の
だ
か
ら
。
果
し
て
良
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
人
々
は
生
活
し
易
い
の
に
人
間
は
生
か
さ
れ
て
い
な
い
・
変
な

と
こ
ろ
で
苦
し
い
街
だ
。
あ
れ
は
呪
縛
を
受
け
て
い
る
街
だ
。
対

岸
の
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
高
い
ア
パ
ー
ト
か
ら
眺
め
る
と

凍
る
ハ
ド
ソ
ン
河
の
向
う
に
白
々
し
い
石
塔
が
折
り
重
な
っ
て
い

る
巨
大
な
墓
場
が
見
え
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
の
ほ
と
り
、

高
い
窓
か
ら
み
た
夜
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
ま
さ
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
「
み
ど
り
の
巨
竜
」
だ
。
美
し
い
宝
石
に
身
を
飾
り
な
が
ら
、

呪
い
の
運
命
を
嘆
い
て
地
獄
の
底
か
ら
鳴
り
ひ
び
く
よ
う
な
恐
し

い
砲
峰
を
放
っ
て
い
る
。
い
つ
の
日
、
人
間
の
姿
に
戻
れ
る
だ
ろ

う
か
。
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
で
出
会
っ
た
人
々
、
特
に
日
本
の
人
々
は

思
い
が
け
な
く
人
間
的
で
優
し
く
親
切
だ
っ
た
。
あ
ん
な
に
い
い

人
達
が
あ
あ
い
う
呪
縛
の
中
に
い
る
の
は
本
当
に
気
の
毒
だ
。
考

え
て
み
れ
ば
「
み
ど
り
の
蛇
」
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
中
に
で
も
あ

る
。
古
来
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
似
た
り
よ
っ
た
り
の
姿
で

旅
だ
け
が
そ
れ
を
忘
れ
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ニ
ュ
ー
ョ
ー

ク
に
は
、
今
日
、
そ
の
代
表
の
十
字
架
が
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

Ｉ
お
咲
さ
ん
は
機
嫌
が
悪
く
な
る
と
持
病
の
冥
想
に
ふ
け
る
く
せ

が
あ
り
ま
す
。
え
て
し
て
、
こ
う
い
う
灯
台
的
思
索
に
ふ
け
っ
て

い
る
時
、
足
下
が
ア
ブ
ナ
イ
／
今
度
こ
そ
ま
ち
が
い
な
く
と
ね
ら

っ
た
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
入
り
口
が
ま
た
ま
た
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
わ

か
り
に
く
く
て
苛
々
を
お
さ
え
な
が
ら
や
っ
と
本
流
に
入
っ
た
と

ロ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

1５
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●
三
ｍ
×
一
ｎ
ｏ
少
Ｆ
Ｃ
ｍ
シ
三

穂
...､甥

･ 砧- 語守. 今。

藤《

』

誼
品

執

こ
ろ
で
パ
ン
ク
／
一
カ
月
前
に
買
っ
た
ば
か
り
の
新
車
だ
か
ら
と

油
断
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
ス
ピ
ー
ド
は
八
○
キ
ロ
ほ
ど
で

幸
い
難
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ヤ
レ
ャ
レ
と
辿
り
つ
い
た
ホ

テ
ル
の
庭
で
、
大
き
な
「
か
た
つ
む
り
」
が
「
ご
ら
ん
な
さ
い
よ
」
と

い
わ
ん
ば
か
り
に
、
ユ
ウ
ュ
ウ
と
こ
ぼ
れ
咲
き
の
お
だ
ま
き
の
花

に
ま
つ
わ
っ
て
行
く
の
を
感
銘
深
く
眺
め
て
、
デ
ン
デ
ン
虫
よ
角

ば
か
り
出
す
の
が
能
で
は
な
い
ぞ
よ
と
心
に
う
な
ず
き
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
絶
対
に
避
け
、
お
か
げ
さ
ま
で

折
し
も
花
咲
き
乱
れ
、
天
使
の
如
き
明
る
い
平
原
の
連
な
る
南
ド

イ
ツ
の
田
舎
町
を
ト
コ
ト
コ
と
、
今
日
は
西
、
明
日
は
東
と
、
先

を
急
が
ぬ
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。
街
に
入
る
と

「
ニ
ュ
ー
ト
ウ
キ
ョ
ウ
が
軒
な
み
だ
ね
」
と
い
う
赤
レ
ン
ガ
に
黒

い
木
材
が
ク
サ
ピ
模
様
に
は
め
こ
ま
れ
た
ド
イ
ツ
建
築
、
ニ
ュ
ー

ル
ン
ベ
ル
グ
や
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
は
中
世
紀
の
城
郭
都
市
の
面
影

が
そ
の
ま
ま
残
り
、
好
適
の
画
材
で
し
た
。
一
言
ｌ
ル
ン
ベ
ル
グ

の
国
立
美
術
館
は
非
常
に
す
ば
ら
し
く
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
無

念
を
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
大
文
明
か
ら

は
隔
た
る
と
は
い
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
に
デ
ン
と
居
す
わ
る

国
、
中
世
紀
の
美
術
は
大
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
、

ド
イ
ツ
的
緊
張
感
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
限
ら
ず
無
名
の
宗
教
画
の
中

に
も
一
様
に
み
ら
れ
る
小
気
味
の
よ
い
も
の
で
し
た
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
、
古
城
の
中
の
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
を
満
員
御

礼
で
し
め
出
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
多
少
、
子
供
づ
き
あ
い
に
も

飽
き
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
思
い
き
っ
て
テ
ン
ト
を
買
い
、
キ

ャ
ン
プ
村
の
宿
り
に
切
り
換
え
ま
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
も
四
日

間
、
美
術
館
を
た
ず
ね
、
特
に
、
オ
ー
ル
ド
・
ピ
ナ
コ
テ
カ
で
リ

ュ
ー
ベ
ン
ス
の
傑
作
の
お
び
た
だ
し
い
量
に
、
そ
の
力
量
を
改
め

て
感
歎
し
、
モ
ダ
ン
・
ピ
ナ
コ
テ
カ
で
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の

三
点
「
ひ
ま
わ
り
」
「
ア
ル
ル
の
風
景
」
「
真
昼
の
果
樹
園
」
が
ド

真
中
に
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
い
る
の
に
び
っ
く
り
。
「
驚
く
べ
き
冴

え
方
だ
な
あ
」
「
こ
れ
だ
け
よ
く
見
え
た
ん
じ
ゃ
あ
頭
に
く
る
だ

ろ
う
」
と
、
片
田
舎
の
天
使
の
よ
う
な
美
し
い
自
然
の
中
で
知
性

の
限
界
ま
で
突
入
し
た
ゴ
ッ
ホ
の
聡
明
さ
に
、
久
し
ぶ
り
に
心
底

か
ら
芸
術
的
感
動
を
お
ぼ
え
た
の
で
す
。
階
下
で
一
九
六
八
年
度
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易彦郷
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０
’
０
６
１
Ｍ
０
１
ｋ

の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
公
募
展
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
口
本
の
現
代
画

況
と
酷
似
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
一
隅
で
、
ア
メ
リ
カ
ン
・

ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
の
特
別
陳
列
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
よ
く
似

て
お
り
ま
す
。
ゴ
ッ
ホ
の
三
点
を
見
た
後
で
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の

「
タ
ー
バ
ン
の
男
」
の
大
傑
作
さ
え
も
ボ
ャ
ケ
て
見
え
た
の
だ
か

ら
…
…
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
ボ
ン
の
日
本
大
使
館

の
方
に
お
会
い
し
て
、
世
界
的
に
有
名
な
ホ
ー
フ
ブ
ロ
イ
ス
ハ
ウ

ス
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
の
に
、
ド
ン
・
マ
サ
ー

ル
「
い
や
、
あ
あ
い
う
騒
が
し
い
と
こ
ろ
は
卒
業
し
ま
し
た
」
と

ガ
ン
と
し
て
応
じ
ま
せ
ん
。
絵
ば
か
り
描
い
て
い
ち
ゃ
頭
に
悪
い

と
お
供
の
サ
ン
チ
ヨ
様
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ビ
ー
ル
を
飲
み
た
が
っ

て
い
る
始
末
。

さ
て
、
ガ
ル
メ
ッ
シ
ュ
で
戦
友
な
ら
ぬ
船
友
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と

感
激
の
再
会
。
五
日
間
の
ユ
ナ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ス
テ
イ
ッ
号
の
船

上
の
友
が
、
か
く
も
十
年
の
友
の
如
き
は
彼
が
同
い
年
で
マ
サ
ー

ル
は
中
支
へ
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
ロ
シ
ア
と
ア
フ
リ
カ
で
第
二
次

大
戦
を
闘
っ
た
と
い
う
時
代
的
共
感
で
し
ょ
う
。
弱
兵
、
脱
走
、

自
殺
未
遂
等
の
兵
歴
を
持
つ
マ
サ
ー
ル
に
対
し
て
、
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
は
、
ロ
ン
メ
ル
将
軍
が
手
づ
か
ら
彼
に
授
け
た
ハ
ー
ケ
ン
・
ク

ロ
イ
ッ
の
勲
章
を
、
今
も
日
夜
胸
に
抱
い
て
い
ま
す
。
十
七
年
間

の
ア
メ
リ
カ
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
こ
の
四
月
に
懐
か
し
の

故
郷
に
家
族
六
人
、
引
き
上
げ
て
き
た
の
に
、
「
マ
サ
ル
／
わ
し

や
来
月
ア
メ
リ
カ
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
。
ド
イ
ツ
は
思
っ
た

よ
り
生
活
が
ラ
ク
で
な
い
し
、
四
人
の
子
供
が
皆
帰
り
た
が
る
ん

じ
や
。
こ
こ
じ
ゃ
、
子
供
の
教
育
も
充
分
で
き
い
わ
い
」
と
、
手

を
握
り
な
が
ら
語
る
。
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
勇
気
も
実
行

力
も
あ
り
な
が
ら
、
常
に
ロ
マ
ン
の
夢
を
持
ち
続
け
る
故
に
損
を

す
る
男
。
そ
れ
故
に
心
暖
ま
る
人
間
的
な
男
。
さ
す
が
に
マ
サ
ー

ル
、
一
夜
を
彼
と
ガ
ル
メ
ッ
シ
ュ
の
酒
場
で
飲
み
明
し
、
お
前
も

一
○
○
ま
で
、
俺
も
一
○
○
ま
で
生
き
る
、
お
前
と
俺
は
死
ぬ
ま

で
友
達
だ
と
肩
を
叩
い
て
励
ま
し
合
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
老
兵
は

死
な
ず
と
い
う
と
こ
ろ
。
酒
場
を
出
る
と
夜
目
に
も
白
く
ザ
グ
ス

ピ
ッ
ッ
ェ
や
ア
ル
プ
ス
ピ
ッ
ッ
ェ
の
雪
嶺
が
街
の
前
面
に
そ
び
え

立
っ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
記
を
綴
る
人
よ
、
今
も
巷
に
、
か
く

野
霊
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Ａ彼らにヨーヨーを教えたのはだれ？

ピ

1８

ご
名

語
り
合
う
敗
国
の
兵
の
あ
る
こ
と
を
つ
け
加
え
た
ま
え
よ
。

さ
て
、
翌
日
は
こ
の
地
方
最
後
の
王
様
で
ワ
グ
ナ
ー
の
保
護
者

と
し
て
も
有
名
な
ル
ド
ウ
ィ
ヒ
ニ
世
の
建
て
た
お
城
と
い
う
の
を

フ
ー
サ
ン
ヘ
見
に
行
き
ま
し
た
。
若
く
し
て
狂
気
に
な
っ
て
死
ん

だ
と
い
う
王
様
で
す
。
城
内
に
は
、
ワ
グ
ナ
ー
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー

や
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
壁
画
に
な
っ
て
い
ま
し
た

さ
て
、
い
よ
い
よ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
国
境
を
経
て
チ
ロ
ル
の

山
越
え
。
音
に
聞
く
ア
ル
ペ
ン
の
山
々
は
白
銀
に
輝
き
、
時
に
は

セ
カ
ン
ド
・
ギ
ア
ー
で
も
登
り
に
く
い
く
ら
い
の
急
坂
が
一
、
二

度
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
い
た
い
の
道
は
走
り
や
す
く
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
へ
は
思
い
が
け
な
く
早
く
着
き
ま
し
た
。
お
昼
休
み
の
ひ

と
時
に
、
あ
た
り
で
集
め
た
高
山
植
物
の
花
々
が
三
十
種
以
上
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
貼
る
の
に
忙
し
か
っ
た
の
で
も
、
い
か
に
美
し
か

っ
た
か
ご
想
像
が
つ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
街
近
く
、
四
方
を
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
絶
景
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
こ
れ
を
書
い
て
お
り
ま
す
。
キ
ャ

ン
プ
場
で
は
、
国
際
的
交
歓
に
時
の
す
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
は
や
、

夕
日
は
嶺
に
か
く
れ
ま
し
た
。
一
日
じ
ゅ
う
、
飛
び
交
っ
て
い
た

グ
ラ
イ
ダ
ー
も
ね
ぐ
ら
に
帰
る
如
く
草
原
に
降
り
て
行
き
ま
し
た

お
や
、
雪
を
い
た
だ
く
嶺
々
に
、
赤
く
ホ
タ
ル
の
よ
う
に
チ
ラ
つ

く
の
は
何
だ
ろ
う
。
今
日
は
、
一
年
中
で
太
陽
が
一
番
長
く
地
球

を
照
ら
す
日
、
つ
ま
り
夏
至
で
す
。
チ
ロ
ル
の
青
年
達
は
、
一
年

に
一
度
の
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
、
自
動
車
や
自
転
車
の
タ
イ

ヤ
を
両
肩
に
か
け
て
山
に
登
り
、
夕
日
が
沈
む
と
タ
イ
ヤ
を
燃
や

し
て
太
陽
を
送
り
、
山
々
を
飾
る
の
だ
そ
う
で
す
。
み
る
み
る
う

ち
に
赤
い
火
の
色
は
、
四
方
の
山
の
低
い
と
こ
ろ
か
ら
山
頂
ま
で

至
る
と
こ
ろ
に
出
現
し
、
ア
レ
、
ど
れ
だ
け
大
勢
の
若
い
人
達
が
登

っ
た
ん
だ
ろ
う
と
驚
き
で
す
。
「
寒
い
で
し
ょ
う
ね
」
「
い
え
、
彼

ら
は
今
日
の
日
を
愉
し
み
に
し
て
待
ち
こ
が
れ
て
い
た
ん
で
す

よ
」
。
車
を
肩
に
か
け
て
の
ぼ
る
の
は
、
ア
ポ
ロ
が
太
陽
の
車
を

牛
に
ひ
か
せ
て
地
球
を
馳
け
ま
わ
る
と
い
う
伝
説
に
も
と
づ
く
も

の
で
し
ょ
う
か
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
古
来
の
習
わ
し
を
こ
れ
だ
け

大
勢
の
青
年
達
が
喜
ん
で
受
け
つ
い
で
い
く
と
こ
ろ
は
、
さ
す
が

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
と
、
私
達
は
旅
の
偶
然
を
心
か
ら
喜
び
ま
し
た

謹窮：
溺卸

△ヨーロッパのヤングレディにかこまれて中西勝画伯ごきげん

蕊
F溌噌
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世界の人々に愛される
静キタムラパール

晴れの日の

北村真珠株式会社

本社･ 工場及熊内店/ 神戸市蓬合区熊内町１（市立美術館東隣）ＴＥＬ2 2 - 1 1 6 4
三宮センター店/ 神戸三宮センター街( 洋菓子･ 喫茶･ パーラー）ＴＥＬ３３－２４２１
生田店/ 神戸三宮生田筋( 階上喫茶室）ＴＥＬ3 3 - 7 3 4 3 . 0 1 5 6
さんちか店 / 神戸三宮地下街スイーツタウンＴＥＬ 3 9 - 3 5 5 8

1９

ｳｪﾃﾞrﾝｸﾞｹｰ幹Ｉ

北欧の銘菓

ユーグＬｳ ｒムコンフェクト

ザ

神戸督元町店偏『ＴＥＬ⑬００７２
東京：ヌキヤ橋店謁苛EL < 5 7 1 > 8 0 3 2

項F f 錘
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お慶びの日に…
ウエディンク．ケーキ
テ等コレーションケーキ
松竹梅引菓子
紅白霞頭

▼ｖＶ

神戸にそだってフ○年

く墓> 星工月坐月
元町３丁目T E L ⑲2 4 1 2 ～５
さんちかスイーツタウンT E L ⑳3 4 5 5

目T E L ⑲2 4 1３丁

あなたの美しいヘヤースタイルと
花嫁をつくる美容室エリザベス

鍾雲エリザベス
畑尾芙久子

本店美容室生田神社前新河南ビル２階く3 3 > 8 8 9 4
婚礼衣裳部生田神社前（元本店美容室）〈3 3 > 3 2 5 8
三宮店三宮神社山側三上ビル２階く3 3 > ４９１７
芦屋支店芦屋市阪神芦屋駅前く２＞ 4 0 6 7
西宮店西宮市阪急西宮マンション北館｜階く6 7 ＞1 ２９４
美容担当（東京初代遠藤波津子直流）専属結婚式場
生田神社・オリエンタルホテル・阪急六甲山ホテル・住吉
学園・蘇州園他
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